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平成 23 年度授業力ブラッシュアップ授業改善研修会（算数･数学） 

 

第 ５ 学 年  算 数 科 学 習 指 導 案 

                      日 時 平成 23 年 11 月 15 日（火）5 校時 

                      場 所 北上市立江釣子小学校 

                      児 童 5 年 2 組 男子 16 名 女子 16 名 計 32 名 

指導者 Ｔ１：小倉 仁志 Ｔ２：平澤 夕美 

1 単元名 

  分数のたし算とひき算 「分数をもっと知ろう」（東京書籍 ５年下） 

 

2 単元について 

（1）児童について 

  本学級の児童は、発表者に偏りがあるものの発言に積極的で、与えられた課題に対して考えていこ

うとする姿勢は身に付いている。しかし、どうしても自分の考えがもてなかったり、つまずいたりし

てしまったときに、それをそのままにしてしまう児童も多い。その結果、自分の考えをもち積極的に

発言をする児童と、自分の考えがもてずにわからないままになってしまう児童とに分かれてしまう傾

向がみられる。 

  本単元に関わる事前テストを実施した結果は、次の通りである。 

   事前テストの結果を見ると、分数や公倍数、公約数などについての理解は十分とは言えない。その

中でも特に通過率が低かったのは、分数の大小比較と帯分数が含まれる加減計算である。大小比較に

ついては、児童によって間違い方が様々なものの、分数を図や絵などのイメージでとらえることがで

きていないように感じる。また、帯分数が含まれる計算については、帯分数の整数部分についての意

味が定着しておらず、帯分数を仮分数に変換できるというところに結びつかない児童が多い。 

（2）教材について 

  学習指導要領第 5 学年の内容「数と計算」A（４）分数では、「（４）分数についての理解を深める

とともに、異分母の分数の加法及び減法の意味について理解し、それらを用いることができるように

事前テストの内容 通過率 

① 仮分数を帯分数に直すことができるか。 

② 帯分数を仮分数に直すことができるか。 

③ 分数の大小比較ができるか。（同分母異分子） 

④ 分数の大小比較ができるか。（異分母同分子） 

⑤ 公倍数の意味がわかるか。 

⑥ 公約数の意味がわかるか。 

⑦ 最小公倍数の意味がわかるか。 

⑧ 最大公約数の意味がわかるか。 

⑨ 同分母の真分数＋真分数の計算ができるか。 

⑩ 同分母の帯分数＋真分数の計算ができるか。 

⑪ 同分母の真分数－真分数の計算ができるか。 

⑫ 同分母の帯分数－真分数の計算ができるか。 

８１％ 

８４％ 

６５％ 

４８％ 

７１％ 

７４％ 

７７％ 

５２％ 

９４％ 

５５％ 

９０％ 

４８％ 
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する。ア 整数及び小数を分数の形に直したり、分数を小数で表したりすること。 イ 整数の除法

の結果は、分数を用いると常に一つの数として表すことができることを理解すること。 ウ 一つの

分数の分子及び分母に同じ数を乗除してできる分数は、元の分数と同じ大きさを表すことを理解する

こと。 エ 分数の相等及び大小について考え、大小の比べ方をまとめること。 オ 異分母の分数

の加法及び減法の計算の仕方を考え、それらの計算ができること。 カ 乗数や除数が整数である場

合の分数の乗法及び除法の意味について理解し、計算の仕方を考え、それらの計算ができること。」

とあり、分数の意味や表し方についての理解を深めるとともに、異分母の分数の加法及び減法の計算

の仕方を考え、それらの計算ができるようにすることをねらいとしている。 

児童はこれまでに、第４学年で小数についてと分数の表し方や同分母の分数の加減計算について学

習してきた。また、第５学年第８単元「分数と小数」の学習では、整数の除法の商を正確に表すとい

う課題から、わり算の商という分数についての新しい意味を学習してきた。 

  本単元では、分数について理解を深めるとともに、異分母の分数の加法や減法の計算の仕方を考え、

それらの計算ができるようにすることをねらいとしており、約分、通分の意味等の学習で「分数」に

ついての学習は完結する。「異分母の分数の加減計算」については、真分数をはじめ、仮分数や帯分

数を含むものについて学習する単元である。本単元で学習する異分母の分数の加法や減法を行うため

には、分数の性質を十分に理解しておく必要がある。重要となってくる性質は、１つの分数の分子及

び分母に、同じ数を乗除してできる分数はもとの分数と大きさが変わらないというものである。これ

は、同じ大きさの表し方が何通りもあるという分数の大きな特徴である。 

  本単元での学習が第５学年第１４単元「分数のかけ算とわり算」以降の学習内容の理解につながっ

ていくことになる。 

（3）指導にあたって 

  本単元は、３つの小単元から成り立っている。1 つ目が「大きさの等しい分数」、２つ目が「分数の

たし算とひき算」、３つ目が「時間と分数」である。 

  １つ目の「大きさの等しい分数」では、１つの分数の分子及び分母に、同じ数を乗除してできる分

数はもとの分数と大きさが変わらないことを学習する。その性質を使って約分や通分も行うことがで

きるようにする。同じ大きさを表す分数がいくつもあるということを、数直線や図で理解させ、約分

や通分が行える根拠として、つながりを意識させたい。 

  ２つ目の「分数のたし算とひき算」では、異分母の分数の加減計算、分数と小数の加法計算を学習

する。通分を行うことや、小数か分数どちらかにそろえることで計算を進めることができる。通分を

行う際は、分母同士の最小公倍数にすると答えが既約の分数になり計算しやすいことを扱う。計算の

進め方には何通りかの方法があることをおさえながら、簡単な方法やいつでも使える方法を見つけて

いくようにする。また、児童それぞれの方法をまとめた上で、習熟の時間を確保し、定着を図りたい。

習熟の時間は、いたずらに複雑な計算（真分数・仮分数・帯分数などが混じったもの）を指導するの

ではなく、生活の中や今後の学習へ活用できるようにすることを重視して、指導していきたい。 

  ３つ目の「時間と分数」では、分数を使って時間を表す方法を学習する。「分」で表された時間を「時

間」に直す中で、これまでに学習した同じ大きさを表す分数を扱うことになる。数字だけで考えるの

ではなく、時計盤も使い視覚的にも理解させたい。 

  単元の特徴から、数に対する感覚が重要になってくる。そこで、数の感覚を高めたり分数や小数へ

の抵抗感を少なくしたりするよう、家庭学習との連動も図りながら学習を進めていきたい。 

また、学習意欲を持続させるために、単元の計画を児童に提示し、見通しをもたせると同時に、学
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習したことに対する達成感も味わわせるようにする。さらに、単位時間の中では、学習課題やまとめ

を自分の言葉で考えるようにさせていきたい。 

 

3 単元の系統 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 単元の指導計画 

 （1）単元の目標 

  ○分数の性質や異分母の分数の加法及び現法の意味について理解し，それらを用いることができる 

   ようにするとともに数についての感覚を豊かにする。 

 〔関心・意欲・態度〕・大きさの等しい分数の存在を認め，約分や通分の意味や異分母の分数の加法 

及び減法の計算の仕方を考え，分数の意味の理解を深めようとする。 

 〔数学的な考え方〕 ・単位の考えに着目して，分母をそろえることの意味を考え，異分母の分数の 

            加法及び減法の計算をとらえることができる。 

 〔技能〕      ・約分，通分や異分母の分数の加法及び減法の計算をすることができる。 

 〔知識・理解〕   ・分数の性質や約分，通分の意味，異分母の分数の加法及び減法の意味やそれ 

            らの計算の仕方について理解する。 

（2）単元の評価規準 

算数への関心・意欲・

態度 

数学的な考え方 数量や図形についての

技能 

数量や図形についての

知識・理解 

・分数の相等について関

心をもち，生活や学習

に活用しようとしてい

る。 

・分数の相等及び大小に

・分数の相等について考

え，大きさの等しい分

数の性質を見いだして

いる。 

・異分母の分数の加法及

・分数を約分したり，通

分したりすることがで

きる。 

・分数の大小を比べるこ

とができる。 

・一つの分数の分子及び

分母に同じ数を乗除し

てできる分数は，元の

分数と同じ大きさを表

すことを理解してい

⑫分数 

・分数の表し方 

・大きさの等しい分数 

・同分母の分数の加減

計算 

⑧分数と小数 

・除法の結果と分数 

・分数と小数、整数の関係 

③分数のかけ算 

・乗数が分数の場合の

乗法の計算 

本単元 ⑩分数のたし算とひき算 

・同値分数の作り方 

・「約分」「通分」の意味 

・異分母の分数の加減計算 

・分数と小数の加減混合計算 

・分数を用いた時間の表し方 

④分数のわり算 

・除数が分数の場合の

除法の計算 

⑭分数のかけ算とわり算 

・乗数や除数が整数である分数 

 の乗除計算 

４年 ５年 ６年 
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ついての考えを生かし

て，異分母の分数の加

法及び減法の計算の仕

方を考えようとしてい

る。 

 

び減法の計算の仕方を

考えている。 

 

・異分母の分数の加法及

び減法の計算ができ

る。 

 

る。 

・通分することで，分数

の相等及び大小を比べ

ることができることを

理解している。 

・表し方が違っていても

大きさが等しいととら

えるなど，分数の大き

さについての豊かな感

覚をもっている。 

・異分母の分数の加法及

び減法の意味を理解し

ている。 

（3）指導計画及び評価計画（１１時間） 

時

間 

ねらい 

 

・学習活動 

評価規準（評価方法） 

※全員の評価の機会とする観点には「◎」，それを補完する評価の機会につ

いては「○」を付けた。 

算数への関心・意

欲・態度 

数学的な考え方 数量や図形につ

いての技能 

数量や図形につ

いての知識・理解 

１ 分数の分母と分

子に同じ数をかけ

ても，同じ数でわっ

ても，分数の大きさ

は変わらないこと

を理解する。 

・1/4と大きさの等

しい分数のつくり

方を考え，分数の性

質として大きさの

等しい分数のつく

り方をまとめる。 

 ◎大きさの等し

い分数間にある

きまりを見出し，

大きさの等しい

分数のつくり方

を考えている。

（学習活動の様

子の観察，ノート

記述の観察） 

○大きさの等し

い分数をつくる

ことができる。-

（練習問題の分

析） 

 

２ 「約分」の意味に

ついて理解する。 

・9/36 と大きさの

等しい分数の見つ

け方を考える。 

◎約分すると分

数の大きさが分

かりやすいこと

よさに気付いて

いる。（学習活動

の様子の観察，ノ

ート記述の観察） 

  ○分数の性質を

使って，大きさの

等しい分数の見

つけ方を理解し

ている。（学習活

動の様子の観察，

ノート記述の観

察） 

３ 「通分」の意味に   ○異分母の分数 ◎通分すること
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ついて理解する。 

・3/4と 4/5の大き

さの比べ方を考え，

「通分」の方法をま

とめる。 

を通分すること

ができる。（練習

問題の分析） 

で，分数の相等及

び大小を比べる

ことができるこ

とを理解してい

る。（学習活動の

様子の観察，ノー

ト記述の観察） 

４ 異分母分数の加

法計算の意味を理

解し，その計算がで

きる。 

・1/5＋1/2 の計算

の仕方を考え，加法

計算についてまと

める。 

 ◎異分母分数の

加法計算の仕方

について，分母を

そろえることの

意味を考え，説明

している。（学習

活動の様子の観

察，ノート記述の

観察） 

○異分母の真分

数の加法計算が

できる。（ノート

記述の観察，練習

問題の分析） 

 

５ 異分母分数の減

法計算の意味を理

解し，その計算がで

きる。2/3と3/4の大

きさを比べる。 

・3/4－2/3の計算の

仕方を考え，異分母

分数の加減は通分

して計算すればよ

いことをまとめる。 

  ○異分母の真分

数の減法計算が

できる。（ノート

記述の観察，練習

問題の分析） 

◎異分母分数の

加減計算の意味

や計算の仕方に

ついて理解して

いる。（学習活動

の様子の観察，ノ

ート記述の観察） 

６ 約分ができる場

合や3口の加減計算

の仕方を理解し，そ

の計算ができる。 

・1/6＋3/8や1/2＋

3/4－4/5の計算の

仕方を考え，途中で

約分することや三

口の加減計算の方

法についてまとめ

る。 

○分数の性質や

異分母分数の加

減計算をもとに、

三口の加減計算

の仕方を考えよ

うとしている。

（学習活動の様

子の観察，ノート

記述の観察） 

  ○答えが約分で

きるときは約分

すると大きさが

分かりやすいこ

とや，分母を最小

公倍数にすると

計算しやすいこ

とを理解してい

る。（学習活動の

様子の観察，ノー

ト記述の観察） 

７ 帯分数の加法計

算の仕方を理解し，

その計算ができる。 

 ◎帯分数の加法

計算の仕方を，帯

分数の構造や既

○帯分数の加法

計算ができる。

（ノート記述の
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・2と1/3＋4/5や1

と3/5＋2と1/6の計

算の仕方を考え，帯

分数の加法計算の

仕方をまとめる。 

習の真分数の計

算を基に考え，説

明している。（学

習活動の様子の

観察，ノート記述

の観察） 

観察，練習問題の

分析） 

８ 帯分数の減法計

算の仕方を理解し，

その計算ができる。 

・帯分数の加法計算

の仕方を基に，2と

1/4－2/3や2と4/5

－1と1/3の計算の

仕方を考え，帯分数

の減法計算の仕方

をまとめる。 

 ◎帯分数の加法

計算の仕方を基

にして帯分数の

減法の計算の仕

方について考え、

説明している。

（学習活動の様

子の観察，ノート

記述の観察） 

○帯分数の減法

計算ができる。

（ノート記述の

観察，練習問題の

分析） 

 

９ 

 

本

時 

分数と小数の加

減混合計算の仕方

を理解する。 

・2/5＋0.3の計算の

仕方を考え，分数と

小数の加減混合計

算についてまとめ

る。 

   ◎分数と小数の

加減混合計算で

は，小数を分数に

なおせばいつで

も計算できるこ

とを理解してい

る。（学習活動の

様子の観察，ノー

ト記述の観察） 

10 分数を用いた時

間の表し方を理解

する。 

・45分を時間の単位

で表したり，9/12

時間， 3/4時間が

45/60時間と等しい

ことを通分して確

かめたりする。 

○時間の単位を

変えて分数で表

す方法を考えよ

うとしている。

（学習活動の様

子の観察，ノート

記述の観察） 

 ○時間の単位を

変えて分数で表

すことができる。

（ノート記述の

観察，練習問題の

分析） 

 

11 学習内容の定着

を確認し，理解を確

実にする。 

・「しあげのもんだ

い」に取り組む。 

 ○異分母分数の

加減計算の仕方

を考えている。

（練習問題の分

析） 

○約分や通分を

適切に使って，異

分母分数の加減

計算ができる。

（練習問題の分

析） 

○基本的な学習

内容を身につけ

ている。（練習問

題の分析） 



 7 

5 本時の指導 

（1）目標 

  分数と小数の加減混合計算の仕方を理解する。 

（2）本時の展開 

段階 学習活動 指導上の留意点（○）評価（◇） 

つ
か
む
・
み
と
お
す
（
３
分
） 

１ 問題把握・見通しをもつ 

 

 

 

・空欄の中身を考え、分数か小数どちらかに

それえればよいことを見通す。 

・前時までとの違いを考える。 

・課題を考える。 

２ 課題把握 

 

 

○単元の流れを確認しながら問題につなげる。 

 

 

 

○空欄に注目させることによって見通しをもたせ

る。 

 

○式に小数が入っていることをおさえ、課題を考

えさせる。 

○既習事項から解決方法として使えそうなものが

ないか思い出させる。 

た
し
か
め
る
（
５
分
） 

３ 自力解決 

・空欄の中に入る計算を考える。 

ア ＝   ←分数に直す 

＝  ←通分する 

＝  

イ ＝0.4＋0.3 ←小数に直す 

     ＝0.7 

・解決し終わった児童は、１行ごとに説明を

書きこむ。 

 

○空欄の中に入る計算を考えさせる。 

○つまずいている児童に個別指導する。 

 

 

 

 

○終わった児童には説明を書きこむことを伝え

る。 

交
流
す
る
（
18
分
） 

４ 集団解決 

・考えを発表する。 

・説明を聞き、大事なポイントを考える。 

 

 

 

・分数か小数にそろえたことで計算ができた

ことを確認する。 

５ 5/6－0.8 の計算の仕方を考える 

・２つの方法で解決しようとする。 

・小数に直すことができないことに気づく。 

・いつでも使えるのは、分数にそろえる方法

だということを確認する。 

・分数にそろえる方法で解決する。 

 

○発表されたものを板書し、説明をさせる。 

○分数を小数、小数を分数に直す方法を確認させ

る。 

○どちらの答えも同じ大きさを表していることを

おさえる。 

○答えまでたどりついたのは、どのようなことを

したからかを考えさせる。 

 

○つまずいている児童に個別指導をする。 

○計算の途中で気付いたことをペアで交流する。 

○いつでも使える方法を確かめさせる。 

◇分数と小数の加減混合計算では小数を分数にな

おせばいつでも計算できることを理解してい

る。（観察・ノート） 

＝      ＝ 

    

＝         ＝0.7 

分数と小数のまじった計算のしかたを考

えよう。 
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ま
と
め
る
（
４
分
） 

６ まとめる 

 

 

 

 

 

○本時の学習を振り返らせ、児童にまとめを考え

させる。 

 

 

 

あ
て
は
め
る
（
10
分
） 

７ 練習問題を解く 

・適用問題に取り組む 

○プリント使い、適用問題に取り組ませる。 

○終わった児童には、さらにプリントに取り組ま

せる。 

○つまずいている児童には、ヒントカードを配布

する。 

ふ
り
か
え
る
（
５
分
） 

８ 学習のふりかえりをする 

・学習の感想を書き、発表する。 

 ○今日の学習でわかったこと 

 ○友だちの考えを聞いて感じたこと 

 ○これからの勉強でがんばりたいこと 

 

○数名の児童に発表させる。 

○次時への意欲付けをする。 

○本時の学習について総括的に評価する。 

 

（5）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 分数と小数のまじった計算は、どちらか

にそろえて計算する。 

（分数にそろえれば、いつでも計算でき

る。） 

  分数をもっと知ろう 

○課                    ○ま    

                                        

○問                                

 2

5
+ 0. 3       2

5 + 0.3 

    

＝ 7

10
        ＝0.7 

 

 ・分数→小数         ・小数→分数            ・5/6－0.8 

   ＝  ←分数に直す  ＝0.4＋0.3 ←小数に直す  小数になおすことが 

＝  ←通分する      ＝0.7            できない！ 

＝              

 

分数と小数のまじった計算の仕方

を考えよう。 

 

考えよう 

 分数と小数のまじった計算は、

どちらかにそろえて計算する。 

（分数にそろえれば、いつでも計

算できる。） 

 


